
経
営
学
部
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
開
設
記
念
講
演

・
・
【
２
頁
】

学
部
長
就
任
に
あ
た
っ
て  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
１
頁
】

平
成

年
度　

入
学
式
・
新
入
生
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
・
・
【
１
頁
】

新
入
生
の
声
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
２
頁
】

キ
ャ
ン
パ
ス
散
策[

第
１
回]

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
２
頁
】

ク
イ
ズ 

こ
れ
、知
っ
て
っ
か　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
２
頁
】

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
５
・
６
月 

・
・
・
・
・
・
・
・ 

・
・
・
【
２
頁
】

編
集
後
記
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
【
２
頁
】
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酪農体験

　

こ
の
度
、人
間

文
化
学
部
長
に

就
任
し
ま
し
た

渡
邊
で
す
。「
人
間

文
化
」と
い
う
か
な
り
包
括
的

な
学
部
名
の
長
と
し
て
責
任

を
背
負
う
こ
と
に
対
し
て
、

戸
惑
い
と
不
安
が
あ
る
一
方

で
、大
い
な
る
楽
し
み
も
あ

り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
に

と
っ
て
人
間
と
そ
の
人
間
が

創
造
し
た
文
化
に
つ
い
て

多
角
的
な
視
点
か
ら
深
く
考

え
る
こ
と
は
、最
も
関
心
の
あ

る
内
容
で
あ
る
か
ら
で
す
。

私
の
専
門
領
域
は
教
育
学
で

す
が
、
教
育
学
は
単
な
る
技

術
論
で
は
な
く
、人
間
が
人
間

を
よ
く
し
よ
う
と
す
る
、い
わ
ば

人
間
の
学
で
あ
る
と
常
日
頃

か
ら
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

教
育
は
文
化
の
伝
達
だ
け
で

は
な
く
、文
化
の
創
造
も
担
っ

て
い
ま
す
。 

現
在
、
い
わ
ゆ

る「
知
識
基
盤
社
会
」や
「
高

度
情
報
化
社
会
」に
お
い
て
、

幅
広
い
知
識
と
柔
軟
な
思
考

力
に
基
づ
く
判
断
や
、氾
濫

す
る
情
報
か
ら
自
分
に
と
っ

て
有
用
な
情
報
を
選
択
し
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
能
力
が
一
層
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に

は
、幅
広
い
教
養
と
専
門
的
知

識
、さ
ら
に
は
キ
ャ
リ
ア
意
識

や
実
践
的
指
導
力
な
ど
が
求

め
ら
れ
ま
す
。本
学
部
の
場
合
、

発
達
教
育
専
攻
で
は
小
学
校

教
諭
一
種
、特
別
支
援
教
諭
一

種（
知
的
障
が
い
者
）、
人
間

文
化
専
攻
で
は
中
学
校
教
諭

（
国
語
・
英
語
）と
高
等
学
校

教
諭（
国
語
・
英
語
）の
一
種

免
許
状
が
取
得
で
き
、さ
ら

に
大
学
院
心
理
学
研
究
科
で

は「
臨
床
心
理
士
」受
験
資
格

が
取
得
で
き
ま
す
。今
後
は
、

多
く
の
学
生
が
こ
う
し
た
資

格
を
積
極
的
に
取
得
し
、社

会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
、
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

４
月
５
日（
土
）、
作
新
学

院
大
学
清
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
、
作
新
学
院
大
学
・

作
新
学
院
大
学
女
子
短
期

大
学
部
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、

大
学
２
５
２
名
、短
期
大
学
部

１
４
１
名
、
大
学
院

名
が

太
田
周
学
長
よ
り
入
学
を

許
可
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

船
田
元
理
事
長
か
ら
は
「
若

大学大学

く
て
意
欲
に
満
ち
た
新
入
生

を
社
会
に
し
っ
か
り
と
送
り

出
す
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

人
間
は
、常
に
新
し
さ
を
求
め

て
お
り
、そ
れ
は
本
学
の
建
学

の
精
神
で
あ
る『
作
新
民
』と

合
致
す
る
。
夢
の
実
現
の
た

め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。」
と

の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
７
日
（
月
）
か
ら
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

学
生
生
活
や
科
目
履
修
に
つ

い
て
教
職
員
か
ら
説
明
を
受

け
、
大
学
・
短
大
生
と
し
て

の
自
覚
が
芽
生
え
た
よ
う
で

し
た
。

　

な
お
、
大
学
は
４
月
９
日

（
水
）〜

日（
木
）、短
期
大
学
部

は
４
月

日（
金
）〜

日（
土
）、

一
泊
二
日
の
日
程
で
学
外
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
経
営

学
部
は
那
須
、人
間
文
化
学
部

は
水
上
温
泉
、
短
期
大
学
部

は
湯
西
川
温
泉
）
が
行
わ
れ
、

学
生
た
ち
は
、
よ
り
親
睦
を

深
め
た
よ
う
で
し
た
。

渡
邊　

弘

作
新
学
院
大
学　

人
間
文
化
学
部　

学
部
長

学
部
長
就
任
に
あ
た
っ
て

学
部
長
就
任
に
あ
た
っ
て

平
成

年
度　

入
学
式
・
新
入
生  

学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

26

大
学
、
短
大
、大
学
院　
計
４
３
１
人
が
入
学

38

1018

19

作
大
・
作
短
広
報
新
聞

作
大
・
作
短
広
報
新
聞

広
報
新新

広
報報報
新新新新新
聞

K I R A R IK I R A R I

経営学部
人間文化学部

女子短期大学部

座禅中
水沢観音散策

あまちゃんも
登場！
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２月月

20142014

６月月

20142014 ５月月

20142014
1717 101010

イ  

ベ  

ン  

ト

イイ
ベベ
ンン
ト

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

大 学大 学＆短 大短 大大 学＆短 大
サ
タ
デ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス

先
輩
教
師
の
講
話
会

303030313131

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
振
興「
栃
木
モ
デ
ル
」構
築
に
関
す
る
研
究
会

第
３
回「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
意
義
と
可
能
性
を
考
え
る
」

大 学大 学大 学 研究会研究会研究会 大 学大 学大 学
第
１
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

大 学大 学大 学
第
２
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス 要

予
約

７７

大 学大 学＆短 大短 大大 学＆短 大
サ
タ
デ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
要
予
約

２１２１

大 学大 学＆短 大短 大大 学＆短 大
ワ
ン
デ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
要
予
約

４４

大 学大 学大 学
球
技
大
会

２８２８

大 学大 学大 学
第
３
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

２５２５ ２-１３２-１３

短 大短 大短 大
幼
稚
園
実
習
開
始（
２
年
）

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
振
興「
栃
木
モ
デ
ル
」構
築
に
関
す
る
研
究
会

第
４
回「
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
支
援
の
現
状
と
課
題
」

５５

短 大短 大短 大
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス（
１
年
）

保
育
所
長
懇
談
会

１７１７

短 大短 大短 大
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス（
２
年
）

２４２４

短 大短 大短 大
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス（
２
年
）

研究会研究会研究会

！！

予
約

究
会

と
課
題
」

！！

　

キ
ラ
リ
商
事
を
訪
れ
た
○

○
さ
ん
、
対
応
に
当
た
っ
た

△
△
さ
ん
は
、「
課
長
、◇
◇

会
社
の
○
○
様
が
見
え
ら
れ

ま
し
た
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　

何
処
か
、
ま
だ
る
っ
こ
く

感
じ
ま
せ
ん
か
？　

こ
の
場

合
ど
う
い
う
の
が
正
し
い
言

い
方
で
し
ょ
う
か
。

勘
違
い
の
敬
語語語語

答えはWebで         http://sakushin-u.ac.jp/answer/2014-5/
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キャンパスキャンパス
～キャンパスの桜たち～～キャンパスの桜たち～

編
集
後
記

　
日
本
の
代
表
的
な
花「
桜（
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
）」、春
に
な
る
と
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
開
花
予
報
が
報
じ
ら
れ
、

日
本
人
の
誰
も
が
そ
の
開
花
を
待

ち
望
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

も
、
正
門
に
あ
る
２
本
の
桜
が
満

開
と
な
っ
た
頃
、
夢
を
持
っ
た
新

入
学
生
を
毎
年
温
か
く
出
迎
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
桜
の
木
は
、
本
学
の
初
代

学
長
で
あ
る
故
・
船
田
周
先
生

の
奥
様
で
あ
る
故・船
田
清
子

先
生
か
ら
、
平
成
５
年
に
本
学

で
学
ぶ
学
生
た
ち
の
憩
い
の
場

と
し
て
ほ
し
い
と
正
門
と
グ
ラ

ン
ド
沿
い
に

本
を
寄
贈
さ
れ

た
桜
で
す
。

　

年
を
経
て
大
木
と
な
っ
た

桜
は
、
毎
年
見
事
な
花
を
咲
か

せ
新
た
な
学
生
を
迎
え
る
と
と

も
に
、こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ

学
生
た
ち
も
爽
や
か
な
春
の
ひ

と
と
き
を
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

第１回

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
監
督　

佐
々
木
則
夫
氏
講
演
会

経
営
学
部
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
開
設
記
念
講
演

20

15

新

⼊

⽣

の

声

　作新短大幼児教育科に入学して１カ月が経とうとしていま
す。高校生の時との違いにとまどいながらも、少しずつ新生
活に慣れてきました。短大の授業は幼児教育者になるための
専門的な知識を身につけることができるため、毎日の授業が
とても充実しています。また、同じ目標を持っている学生が
周りに多くいるということも、私にとってとても良い環境で
あり刺激となっています。２年間で多くのことを学び、自分
の夢に向かって頑張っていきたいと思っています。

短大短大短大 女子短期大学部 幼児教育科 1 年
亀田　百幸

夢に向かって頑張りたい

　４月から大学生としての生活が始まりました。慣れないこ
とばかりで不安もありますが、目標を持ち、前向きに取り組
んでいきたいです。
　私は大学の４年間でさまざまな資格を取得したいと考えて
います。今年から開講される資格取得支援講座など、
作新学院大学にはとても充実した制度や施設がある
ので、この恵まれた環境に感謝し向上心を持っ
て４年間を有意義なものにしたいと思います。

大学大学

さまざまな資格を取得したい

経営学部 経営学科１年
鈴木　真帆

など、
ある

ざまな資 たいて頑頑張り頑 取得得得得し得

すすす
　

夢に向

ました
り組

えて

　

本
学
は
４
月

日
、本
年
度
か
ら

経
営
学
部
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
を
開
設
し
た
こ
と
を
記
念
し
、

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
監
督
の
佐
々
木
則
夫

氏
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
き
ま

し
た
。佐
々
木
監
督
は
２
０
０
７
年

に
サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表
の
監
督

に
就
任
し
て
以
来
２
０
１
１
年
の
女

子
Ｗ
杯
で
優
勝
、２
０
１
２
年
の
ロ

ン
ド
ン
五
輪
で
は
銀
メ
ダ
ル
に
導
く

な
ど
の
実
績
を
残
し
、指
導
者
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
の
テ
ー
マ
は「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」。な
で

し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
チ
ー
ム
運
営
に

関
す
る
お
話
は
、
ま
さ
に
ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
学
び
に

通
じ
る
内
容
で
し
た
。自
分
で
考
え

て
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

話
し
合
い
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
能
力

が
身
に
付
き
、
強
く
な
っ
て
き
た

と
佐
々
木
監
督
は
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
は

「
経
営
学
の
視
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
、ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ

ス
を
支
え
、地
域
に
新
し
い
ス
ポ
ー

ツ
文
化
を
創
造
で
き
る
人
材
育
成
」

を
す
る
学
科
で
す
。
高
校
、地
域
社

会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
な
が
ら
、
高
校
生
に
選
択
さ
れ
る

学
科
、
地
域
に
貢
献
し
愛
さ
れ
信

頼
さ
れ
る
学
科
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

社
会
が
大
学
生
に
求
め
る
能
力
と
し

て「
社
会
人
基
礎
力
」（
経
産
省
）、「
学

士
力
」（
文
科
省
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
は

教
養
・
専
門
科
目
だ
け
で
は
な
く
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
り
、
実
践
能
力
を
伸
ば

　

作
新
学
院
大
学
が
清
原
キ
ャ

ン
パス
で
開
学
し
て
か
ら
年
が

経
ち
ま
し
た
。庭
の
木
々
も
健

や
か
に
成
長
し
、心
地
良
い
緑

蔭
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。先
日
、女
子
サ
ッ
カ
ー
の

佐
々
木
則
夫
監
督
の
講
演
会

に
い
ら
し
た
方
が
、「
最
高
の

学
習
環
境
で
す
ね
。」と
ほ
め
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

学
内
に
は
銘
木
も
点
在
し
て

い
ま
す
。マ
ロ
ニ
エ
会
か
ら
頂

い
た
と
ち
の
木
、上
記
の
船
田

清
子
先
生
か
ら
頂
い
た

本

の
桜
、丸
い
自
然
樹
形
が
美
し
い

こ
ぶ
し
の
大
木
、香
り
高
い
蝋

梅
と
た
わ
わ
な
実
の
つ
く
俵

グ
ミ
、数
多
く
の
欅（
け
や
き
）

の
大
木
に
は
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
輝
き
ま
す
。春
先
の

赤
い
新
芽
か
ら
黄
緑
、緑
、そ
し

て
ま
た
赤
へ
と
葉
色
を
変
え

る
野
村
も
み
じ
、そ
し
て
な
ぜ

か
ユ
ー
カ
リ
の
大
木
が
１
本
。

　

今
は
西
側
フ
ェ
ン
ス
に
沿
っ

た
ア
メ
リ
カ
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の

白
い
花
が
満
開
で
す
。こ
う
し

た
木
々
を
燦（
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｉ
）

で
も
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。皆
様
ど
う
ぞ
お
花

見
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

に
参
加
し
た
多
く
の
県
内
高
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
員
と
一
緒
に
話
を
し
た

り
、記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
す
る
な
ど
、

温
か
い
面
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
経
営
学
部
の

ブ
ロ
グ
に
学
生
た
ち
の
感
想
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
長  

趙
鏞
吉
）

す
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
プ
ロ
チ
ー
ム
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
の
科
目
も

数
多
く
設
置
さ
れ
て
お
り
、ス
ポ
ー
ツ

を〝
す
る
〞だ
け
で
な
く
、「
ス
ポ
ー

ツ
と
の
関
わ
り
で
学
ん
だ
こ
と
」

を〝
将
来
の
仕
事
に
結
び
つ
け
る
〞

教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

部
活
動
と
学
業
の
両
立
に
力
を
入
れ

て
お
り
、「
健
康
運
動
実
践
指
導
者
」

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
系
資
格
も
取
得

可
能
で
す
。地
域
と
の
関
係
で
は
県

内
の
四
つ
の
プ
ロ
チ
ー
ム
と
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
経
営
に
関
す
る「
栃
木
モ
デ
ル

研
究
会
」を
開
く
な
ど
し
て
協
力
・
連

携
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
佐
々
木
監
督
は
講
演
会

。

４
月

日  

作
新
清
原
ホ
ー
ル

16

16

25

会会念念
講ラ

し
て

ロ
チ

ン
シ

ビ
ジ ル

演
講
演

ラて
い
ま
す
。

チ
ー
ム
で
の

シ
ッ
プ
な
ど

ジ
ネ
ス
関
連連
の
科
の
科
の
科
の
科
の
科
の
科
の
科
の
科
のの
科
の
科
の
科
のの
科
の
科科科
目
も

ル
講ラてチシジ ル

▼
経
営
学
部
ブ
ロ
グ

http://sakudai-baics-m
anagem

ent.blogspot.jp/
p
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g
g

p
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ggggggggggggg
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